
※入札公告を必ず確認してください。（海老名市ホームページに掲載しています） 

入札案件概要書（コンサル） 契約番号：7419 

件  名 地籍調査測量業務委託 

履行場所 海老名市柏ケ谷五丁目ほか３地内 

期  間 令和 7年 7月 14 日 ～ 令和 8年 2月 27 日 

契約の内容等 別紙 仕様書等 のとおり 

予定価格 23,012,000 円（税込） 20,920,000 円（税抜） 

最低制限価格 有り（開札後算定型） 

 詳細は海老名市最低制限価格等取扱基準及び入札説明書等を参照してください。 

落札候補者の入札金額

が、調査基準価格（50%）

未満の場合 

※ただし、予定価格（税

込）100 万円以下の案件

は除く。 

 

 

低入札履行確認調査を実施します。詳細は低入札による履行確認調査取扱基準
を参照してください。 
 

契約締結にあたっての制限等 
○ 前払金額の制限 

契約金額の 15%以内（海老名市契約規則により、前払金が適用となる 
場合に限ります。）※前払金の上限金額は 5,000 万円以下 

○ 業務主任者及び管理技術者の他案件（本市入札案件）との兼任不可 
契約保証 
契約金額の 30％以上に相当する次のいずれかの手続きが必要です。 
※現金納付及び実績による免除はありません。 

（ア）金融機関又は保証事業会社の保証 
（イ）公共工事履行保証証券による保証 （履行ボンド） 
（ウ）履行保証保険契約の締結     （定額てん補） 

入札方法等 条件付一般競争入札（電子入札） 

質疑 
（仕様等に関する事項） 

所定の書式により、FAX で受け付けます。 
電子入札システムの機能は使用しないでください。 

     

参
加 

営業種目 304 測量   

条
件 

発注区分 

区分の詳細は入札公告で
確認してください。 

第 1 区分 第 1・第 2 区分の入札に初めて参加する場合は、営業
実態調査票及び認定書の写しを提出してください。 

 その他の要件 ○測量士を配置すること。 

 落札数制限 あり  (第 1区分及び第 2 区分の同日開札のコンサルで、2 件まで) 

配置技術者 

について 
本案件に配置する技術者等は、同じ開札日の他の案件に配置できません。 

事前提出書類 
(システム添付） 

なし 

落札候補者が 
提出する書類 

(FAX046-232-6574) 

開札後、落札候補者は次の書類をＦＡＸで提出してください。 

(落札候補者決定の翌開庁日午前 10時まで。詳細は開札後 FAX で通知します。) 

○委託業務主任者等選任届 及び 資格等 及び 3ヵ月以上の雇用を確認でき 

る書類（雇用確認の書類は、原則として健康保険被保険者証の写し） 

※健康保険被保険者証の写しを提出する場合は、被保険者等記号・番号及び保

険者番号（３箇所）にマスキング(黒塗り)をして提出してください。  

 



Ｒ６着手（２年目工程）
４１計画区
面積：0.12ｋ㎡
周長：2.90ｋｍ
筆数：412筆

　案　内　図　



Ｒ７着手（１年目工程）
５１計画区
面積：0.093ｋ㎡
周長：1.45ｋｍ
筆数：728筆

　案　内　図　
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51計画区
調査前

（F・G） 728 128
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0.093 令和7年度 728 128 23 3
1/500 甲2 平坦地 市街Ⅰ 不整形

㎢ 年度 
調査前

（E・H）

筆 ㎡ 

業務名称 地籍調査測量業務委託

―　金 円也 うち消費税相当額

調査地域 河原口三丁目ほか１　51計画区　0.093㎞2   柏ケ谷五丁目ほか１　41計画区　0.12K㎡

調査概要

41計画区　柏ケ谷五丁目ほか１

　　ＦⅡ-2工程　　Ｇ工程　　Ｈ工程

51計画区　河原口三丁目ほか１

　　Ｃ工程　Ｄ工程　Ｅ工程　　ＦⅠ工程　　ＦⅡ-1工程

計画区着手

年度 

　　　　

打ち合わせ、交通費

作　　業　　条　　件

計画区面積 計画区総筆数(筆) 筆の形状

市街Ⅰ
令和6年度

縮　　尺

㎢ 

419

412

一筆地平均面積

筆 ㎡ 

286

291

0.12

41計画区

区　　分

調査後
（F・G）

調査前
（E・H） 3

不整形

(周長)
2
／面積 計画区からの距離

㎞ 

69

倍

1/500

精　　度

甲2

傾斜度 視　　通

緩傾斜
地

1.45



傾斜度

α
視通

β
筆の広狭

γ
筆の形状

δ
精度

ε
FR復元

θ
FR現況

η
谷地田

Y
連乗計 変化率

0.093 ㎢

0.093 ㎢

0.093 ㎢

0.093 ㎢

本　体 0.12 ㎢

原　図 0.12 ㎢

0.12 ㎢

E 0.093 ㎢

E1 ㎢

E2 ㎢

杭代 ㎢

H ㎢

H1 0.12 ㎢

H3 ㎢

H2 ㎢

副図費 (枚)

復　元 ㎢

現　況 ㎢

業務

日 1式

%

%

%

直接経費+附属経費

附帯経費

直接経費+附属経費(万円止め)

C

直接経費(円)

D

FⅠ(11)

FⅡ-1(11)

基 準 金 額 に 乗 ず べ き 係 数 等
基準金額(円)
[1㎢当たり]

消費税相当額

　合　　計

数　量

調　査　費　内　訳　書

備　　　考

打ち合わせ（人件費のみ）

交通費

直接調査費計

直接経費（直接調査費計＋諸経費）

FⅡ-2(01)

E(11)

H(01)

FR

G(01)

工程名称



― 金 円也

1/500 (1.0㎢当たり）

形状寸法 数量 単位 単価 金額 備考
<1> 直接人件費及び賃金

測量主任技師 人

測量技師 人

測量技師補 人

測量助手 人

① 小計

測量補助員 人

② 小計

 <2> 材料費

金属標 φ75×90mm 本

雑品費 %

③ 小計

<3> 機械経費

GNSS測量機 1級 台

④ 小計

⑤ 雑器具費 %

<4> 消耗品費

消耗品費等 %

⑥ 小計

<5>精度管理費

精度管理費

⑦ 小計

<6> 安全費

安全費 %

⑧ 小計

Ｃ工程　地籍図根三角測量【電子基準点のみを与点とした場合・整合点検１点】

名称



― 金 円也

1/500 (1.0㎢当たり）

形状寸法 数量 単位 単価 金額 備考
<1> 直接人件費及び賃金

測量主任技師 人

測量技師 人

測量技師補 人

測量助手 人

① 小計

測量補助員 人

② 小計

 <2> 材料費

金属標 φ50×70mm 本

雑品費 %

③ 小計

<3> 機械経費

ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ 2級 台

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 日

④ 小計

⑤ 雑器具費 %

<4> 消耗品費

消耗品費等 %

⑥ 小計

<5>精度管理費

精度管理費

⑦ 小計

<6> 安全費

安全費 %

⑧ 小計

Ｄ工程　地籍図根多角測量

名称



委託費　― 金 円也 ①+②+③

杭  代　― 金 円也 （0.093㎢当たり） ⑤

1/500 (1.0㎢当たり）

実施する工程小分類

形状寸法 数量 単位 単価 補正係数 金額 備考

<1> 直接人件費及び賃金

測量主任技師 人

測量技師 人

測量技師補 人

測量助手 人

測量補助員 人

① 小計

<2> 消耗品費

消耗品費等 %

② 小計

<3> 安全費

安全費 %

③ 小計

<4> 材料費（1㎢当たり）

市町村境界杭 本

筆界杭 本

ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ 本

雑品費 %

④ 小計

<5> 材料費（実施面積当たり） ‹α›の点数×単価

市町村境界杭 本

筆界杭 本

ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ 本

雑品費 %

⑤ 小計

<α>筆界点等本数（実施面積当たり） 本数 実施面積 連乗係数 点数 材料費の本数計算

市町村境界杭

筆界杭

ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ

Ｅ工程　一筆地調査 51計画区

名称

概況・予備調査 計画 地元説明会 関係機関等との調整 調査図素図案等作成 関連資料収集等 不在者利害関係人の調査
現地調査の通知 市町村境界調査 現地調査 点検整理 代位登記の申請



― 金 円也

1/500 (1.0㎢当たり）

形状寸法 数量 単位 単価 補正係数 金額 備考
<1> 直接人件費及び賃金

測量主任技師 人

測量技師 人

測量技師補 人

測量助手 人

測量補助員 人

① 小計

 <2> 材料費

金属鋲 （9*5*43)φ30明示補助板付 本

雑品費 %

② 小計

<3> 機械経費

ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ 2級 台

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 時

③ 小計

④ 雑器具費                  小計 %

<4> 消耗品費

消耗品費等 %

⑤ 小計

<5>精度管理費

精度管理費

⑥ 小計

<6> 安全費

安全費 %

⑦ 小計

ＦⅠ工程　細部図根測量　　51計画区

名称

①+②+③+④+⑤+⑥+⑦



― 金 円也

1/500 (1.0㎢当たり）

形状寸法 数量 単位 単価 金額 備考
<1> 直接人件費及び賃金

測量技師 人

測量技師補 人

測量助手 人

① 小計

測量補助員 人

② 小計

<2> 機械経費

ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ 2級 台

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 時

③ 小計

④ 雑器具費 %

<3> 消耗品費

消耗品費等 %

⑤ 小計

<4>精度管理費

精度管理費

⑥ 小計

<5> 安全費

安全費 %

⑦ 小計

ＦⅡ-１工程　一筆地測量　51計画区

名称

①+②+③+④+⑤+⑥+⑦



委託費― 金 円也

原　図― 金 円也

1/500 (1.0㎢当たり）
形状寸法 数量 単位 単価 金額 備考

<1> 直接人件費及び賃金

測量技師 人

測量技師補 人

測量助手 人

① 小計

<2> 材料費

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾍﾞｰｽ 29.7×42.0cm（#300以上）A3 台

雑品費 %

② 小計

<3> 機械経費

ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄﾌﾟﾛｯﾀ 日

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 時

③ 小計

④ 雑器具費 %

ＦⅡ-２工程　原図作成等　41計画区

名称



― 金 円也

1/500 (1.0㎢当たり）

形状寸法 数量 単位 単価 金額 備考
<1> 直接人件費及び賃金

測量技師 人

測量技師補 人

測量助手 人

① 小計

<2> 材料費

CD-R 700MB 枚

雑品費 %

② 小計

<3> 機械経費

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 時

③ 小計

④ 雑器具費 %

<4>精度管理費

精度管理費

⑤ 小計

Ｇ工程　地積測定　41計画区

名称



― 金 円也

1/500 (1.0㎢当たり）

形状寸法 数量 単位 単価 金額 備考
<1> 直接人件費及び賃金

測量技師 人

測量技師補 人

測量助手 人

① 小計

<2> 消耗品費

消耗品費等 %

② 小計

Ｈ工程　地籍図・地籍簿の作成

名称



― 金 円也

（１業務当たり）

着手時・中間打合せ(1回)・成果納品時の計3回

形状寸法 数量 単位 単価 金額 備考

<1> 直接人件費及び賃金

測量主任技師 人

測量技師 人

測量技師補 人

① 小計

打ち合わせ経費

名称



― 金 円也 ①+②

（１業務当たり）

形状寸法 数量 単位 単価 金額 備考
<1>機械損料

車時間損料 ﾗｲﾄﾊﾞﾝ1500cc 時

車供日損料 ﾗｲﾄﾊﾞﾝ1500cc 日

① 小計

<2>燃料費（１業務当たり）

レギュラー 時 <α>

② 小計

<α>燃料費（１時間当たり）

ガソリン レギュラー ㍑

旅費

名称



地籍調査測量業務委託仕様書 

 
（総則） 
第１条 本仕様書は、海老名市が国土調査法に基づき実施する地籍調査事業について適用する。 
 
（関係法令及び作業規程） 
第２条 本業務を履行するにあたり、次の法令等を遵守すること。 
 （１）国土調査法（昭和２６年法律第１８０号） 
 （２）国土調査法施行令（昭和２７年政令第５９号） 
 （３）地籍調査作業規程準則（昭和３２年１０月２４日総理府令第７１号） 
 （４）地籍調査作業規程準則運用基準（平成１４年３月１４日国土国第５９０号国土交通省

土地・水資源局長通知） 
 （５）地籍調査作業規程準則運用基準（別記様式、別表、別記計算式） 
 （６）基準点測量作業規程準則（昭和６１年１１月１８日総理府令第５１号） 
 （７）地籍調査事業工程管理及び検査規程（平成１４年３月１４日国土国第５９１号国土 

交通省土地・水資源局長通知） 
 （８）地籍調査事業工程管理及び検査規程細則（平成１４年３月１４日国土国第５９８号 
    国土交通省土地・水資源局国土調査課長通知） 
 （９）その他国土交通省（旧国土庁）による通達指示事項 
 
（実施区域） 
第３条 本業務を行う地域は、別紙のとおりとする。（柏ケ谷五丁目ほか３地内） 
 
（実施条件） 
第４条 本業務は、次の条件のもと、実施するものとする。 
 ４１計画区 
 （１）精度区分：甲Ⅱ 
 （２）縮  尺：１／５００ 
 （３）傾 斜 度：緩傾斜地 
 （４）視通条件：市Ⅰ 
 （５）調査前筆数：４１９筆 
（６）調査後筆数：４１２筆 

 （７）調査面積：０．１２ｋ㎡ 
 （８）筆の形状：不整形 
 （９）計画区からの距離：３ｋｍ 
  
 



 ５１計画区 
 （１）精度区分：甲Ⅱ 
 （２）縮  尺：１／５００ 
 （３）傾 斜 度：平坦地 
 （４）視通条件：市Ⅰ 
 （５）調査前筆数：７２８筆 
（６）調査後筆数：７２８筆 

 （７）調査面積：０．０９３ｋ㎡ 
 （８）筆の形状：不整形 
 （９）計画区からの距離：３ｋｍ 
 
（主任技術者及び管理技術者） 
第５条 本業務において、受注者が選任する主任技術者及び管理技術者については、測量法代

９条に基づき登録された測量士であり、地籍調査作業規程準則第３条第２項に規定する

地籍調査、その他の用地測量について十分な知識と経験を有する者とする。 
 
（作業従事者） 
第６条 受注者は、作業従事者名簿を作業着手前までに提出すること。また、作業中に作業 

従事者の変更があった場合は、直ちにその旨を報告し、修正した作業従事者名簿を提出 
すること。 

 
（土地の立入） 
第７条 測量を実施する際は、発注者が貸与する国土調査法第２４条第３項の規定に基づく身

分証明書を常時携帯し、関係者より確認を求められた場合は提示すること。 
 また、調査のために他人の土地へ立ち入る場合は、あらかじめ当該土地所有者又は 
居住者にその旨を伝えること。 
 なお、受注者は本業務完了後、身分証明書を速やかに発注者へ返却すること。 

 
（打合せ協議） 
第８条 打合せ協議は、本業務着手時、中間打合せ（1 回）、成果納品時の計 3 回実施するこ

ととする。 
 
（使用機器） 
第９条 本業務に使用する機器は、測量精度を十分保持し得るものとし、国土地理院の検定機

関名簿に登録された検定機関による検定を受けた機器を使用するものとする。なお、使

用機器名を記載した書類及び検定証明書を発注者に提出し承認を得るものとする。 
２ 発注者に承認を得る機器については、地籍調査作業規程準則運用基準別表第４に定

めるものを使用するものとし、やむを得ずそれ以外の機器を使用する場合は、発注者と



協議のうえ、承諾を得たうえで使用するものとする。 
 
（工程管理） 
第 10 条 受注者は、地籍調査事業工程管理及び検査規程に基づき、受注者による工程ごとの

点検を行い、その箇所に検符を付すものとする。 
 
（工程検査） 
第 11 条 受注者は、地籍調査事業工程管理及び検査規程に基づき、発注者に工程ごとの帳票

等を提出し、検査を受けることとする。 
 
（成果品） 
第 12 条 提出する成果品は、次のとおりとする。 
  （１）成果品の作成にあたっては、本仕様書第２条に掲げる関係法令等に照らし作成する

こと。 
  （２）成果品については、紙媒体及びＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒへ格納した電子データを 

提出すること。 
    ①ＰＤＦデータ形式 
    ②エクセルデータ形式 
    ③ＤＸＦファイル形式 
    ④地籍フォーマット 2000 形式及びＳＩＭＡ形式 
 
（その他） 
第 13 条 

（１）本業務を進める上で疑義が生じた場合は、速やかに市と協議の上、実施すること。 
      なお、協議については打合せ簿等の書面をもって行うこと。 
   （２）本業務は、海老名市契約事業環境配慮マニュアル適用業務となっているため、伝

達する環境配慮事項に留意して実施すること。 

   
 
 
 
 
 
 
 



地籍測量成果品一覧表 
工 

程 
成 果 品 

地
籍
図
根
三
角
測
量 

Ｃ
工
程 

１．諸資料簿 
 （１）各種検定証明書 
 （２）与点成果表 
 （３）平均図 
 （４）観測図 
 （５）選点図 
２．観測簿 
 （１）観測記録簿 
 （２）観測手簿 
 （３）観測記簿 
３．諸計算簿 
 （１）電子基準点間閉合 
 （２）重複基線点検 
 （３）実用網平均計算 
４．精度管理簿 
 （１）精度管理表 
 （２）点検測量簿 
５．新点成果表 
 （１）新点成果表 
 （２）標識の設置状況写真 
 （３）選点手簿 



地
籍
図
根
多
角
測
量 

Ｄ
工
程 

１．地籍図根多角諸元調書総括表 
２．測量作業の工程表 
３．基準点等成果表（写） 
４．地籍図根多角点選点手薄 
５．地籍図根多角点選点図（準則第 56 条） 
６．地籍図根多角測量観測計算諸簿 

（１） 地籍図根多角測量平均図 
 （工程管理者の承諾年月日及び氏名記載欄を設ける。） 
（２） 地籍図根多角測量観測図 
（３） 観測手薄 
（４） 観測記録 
（５） 平均ジオイド高及び平均縮尺係数の計算 
（６） 点検計算（標高） 
（７） 点検計算（座標） 
（８） 水平網平均計算 
（９） 高低網平均計算 

７．点検測量（観測手薄） 
８．地籍図根多角点網図（準則第 58 条） 
９．地籍図根多角点成果簿（準則第 58 条） 
１０． 地籍図根多角測量制度管理表 
１１． 観測値の点検計算路線図 
１２． 標識の設置状況写真 

一
筆
地
調
査 

Ｅ
工
程 

１．作業進行予定表  
２．地籍調査図素図  
３．地籍調査図一覧図  
４．地籍調査図  
５．立会結果一覧表  
６．作業日誌  
７．立会人一覧表  
８．委任状  
９．地籍調査票  
10．立会写真 



細
部
図
根
測
量 

 
  

Ｆ
Ⅰ
工
程 

１．測量作業の工程表  
２．選点図（地籍図根多角点選点図兼細部図根点選点図）  
３．細部図根測量観測計算諸簿  
（１）観測手簿（多角測量法）  
（２）観測手簿（放射法）  
（３）観測記簿（多角測量法）  
（４）観測記簿（放射法）  
（５）座標計算簿（点検計算・座標）  
（６）簡易水平網平均計算  
４．細部図根測量（多角測量法）点検測量  
５．細部図根測量（放射法）点検測量  
６．細部図根点配置図  
（地籍図根多角点網図兼細部図根点配置図）（準則第６７条）  
７．細部図根点成果簿（多角測量法）（準則第６７条）  
８．細部図根測量精度管理表（多角測量法）  
９．細部図根測量精度管理表（法射法）  
10．座標リスト 

一
筆
地
測
量 

 
Ｆ
Ⅱ
―
１
工
程 

１．一筆地測量観測計算手簿（手簿、記簿、計算簿等）  
２．一筆地測量結果図  
３．細部図根点等の異動等に関する精度管理表  
４．筆界点の位置に関する精度管理表 
５．細部図根点の磁気記録 
６．筆界点座標値電子データ(ＳＩＭＡ、地籍フォーマット２０００) 
 
 
 

原
図
作
成
等 

 

Ｆ
Ⅱ
―
２
工
程 

１．筆界点番号図 
２．筆界点成果簿 
３．精度管理表  
４．地籍図一覧図  
５．地籍図原図 
６．地籍明細図(必要な場合)  
 
 



地
積
測
定 

Ｇ
工
程 

１．地積測定計算簿 
２．地積測定成果簿 
３．筆界点座標値等の電子データ 
４．精度管理表 
５．ＳＩＭＡ形式の磁気記録 

 

地
籍
図
・
地
籍
簿
の
作
成 

Ｈ
工
程 

１．地籍簿(案) 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 


